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板倉町と連携した『科学的根拠に基づく食育指導』
の実践















事業実施日時:平成 26年 12月 06日(土曜日)9: 00 ~ 12: 00 
平成 26年 12月 13日(土曜日)9: 00 ~ 12: 00 
事業参加者: 板倉町立小学校 5年生(東小学校・西小学校・南小学校・北小学校)、
引率の先生方、板倉町教育委員会の先生方
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図 1 実習で用いたプリント
















図2 ひと筆書き図形模写課題 写真4 課題遂行風景
4. 今後の展開
今年度は、上記の実習前に回答した食事調査票の解析結果もまとめて統計的に解析し、参加し
た児童に小学校を通してお届けする予定である。
また、来年度は今年度事業の反省点(例えば、児童を指導する協力学生の人数が少し足りなか
った、カテージチーズの味付けが今ひとつで、あった等々)を反映させっつ、この『科学的根拠に
基づく食育教育』を進めると共に、大上先生の事業である『板倉町体力測定会』とも連携を深め、
最終的な目標である『科学的根拠に基づく保健行政の提案』に繋げて行きたい。
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